
篠
采
霊
場
の
歴
史

篠
票
は
、
今
か
ら
千

二
百
年
前
に
お
大
師
様

（
弘
法
人
師
空
海
）
が
、
真
言

密
教
を
学
び
唐
の
国

（中
国
）
よ
り
帰

っ
て
き
た
際
に
、
若
杉
山

（奥

の
院
）

を
訪
れ
、
加
持
修
法
に
よ

っ
て
人
々
を
救
済
し
た
地
で
あ
る
。
古
来
よ
り
若
杉

山
は
神
仏
の
集
う
霊
山
と
仰
が
れ
、
山
岳
信
仰
の
聖
地
と
し
て
多
く
の
高
僧
や

修
行
者
が
訪
れ
、
お
堂
が
立
ち
並
び
隆
盛
を
極
め
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。時

代
は
流
れ
、
天
保
年
間
、
早
スヽ
郡
姪
浜
の
尼
僧

・
滋
ヽ
忍

（ビ
に
ん
）
が
、

弘
法
人
師

（
お
六
師
様
）
を
訪
ね
て
、
こ
の
え
を
訪
れ
た
の
が
篠
果
霊
場
の
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

恙
忍
は
四
ロ

ハ
十

ハ
ヶ
所
を
巡
拝
し
た
そ
の
帰
り
に
、
篠
彙
村

に
立
ち
寄

っ

た
尼
僧
で
あ

っ
た
。

四
ロ

ハ
十

ハ
ヶ
所

の
開
祖
た
る
弘
法
人
師
も
訪
れ
た
と
伝

わ
る
こ
の
村

の
者
達

の
困
窮
を
垣
間
見
た
恙
忍
は
、
そ
の
救
済
を
目
的
に
こ
の

地

に
と
ど
ま
り
、
弘
法
大
師

の
名

に
お

い
て
祈
願
を
続
け
、
や
が

て
村

に
安
寧

を
も
た
ら
し
た
も
の
と
伝
わ
る
。
こ
の
こ
と
を
弘
法
人
師
の
利
益

（
り
や
く
）

で
あ
る
と
し
た
恙
忍
は
、
村
の
者
達
に
、

口
回
の
そ
れ
を
模
し
た
ハ
十

ハ
ヶ
所

の
霊
場
の
造
成
を
提
案
。
呼
た
し
た
村
人
達
の
手
に
よ

っ
て
総
々
に
石
仏
が

つ

く
ら
れ
は
じ
め
た
。

そ
の
も
を
継

い
だ
篠
果
村
ロ
ノ
消
に
住
む
お
六
師
様
信
仰
の
念
の
あ

つ
い
藤

本
藤
助

（
ふ
じ
き
と
う
す
け
）
が
、
嘉
永
二
年

（
１
８
５
２
年
）
に
村
の
有
恙

と
相
談
し
、
浄
財
を
あ

つ
め
仏
像
を
彫
り
、
安
政
二
年

（
１
８
５
５
年
）
五
人

の
同
行
と
共
に
本

四
□
霊
場
を
巡
拝
し
、
持
ち
帰

っ
た
砂
を
仏
像
の
中

に
納

め
、
村
内
の
ハ
十

ハ
ヶ
所
の
聖
地
に
祀

っ
た
。
そ
れ
が
今
に
あ
る
篠
彙
霊
場
の
　
¨

起
源
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

篠
采
霊
場

の
主
な
見
所

鰺
総
本
寺
南
蔵
院

正
式
に
は
高
野
山
真
言
宗
別
格
本
山
、
篠
票

四
国
の
総
本
寺
で

ハ
十

ハ
ヶ
所
霊
場

の

一
番
札

所
、
全
長

４ｌ
ｍ
、

高

さ

‐ｌ
ｍ
、
重
さ

硼

ヽ
ト

ン
と

い
う
プ

ロ

ン
ズ
製
で

は
世
界

一
の
涅
繋
像
が
あ

り

ま

す

。

そ

の

他

、

不

動

明

二

像
、

不
動

ノ
滝
な

ど
見
所

も

い

っ
ぱ

い
で
す
。

鐵
藤
木
藤
助
翁
像

第
二
十
九
番
札
所
ロ
ノ
浦
薬
師
堂
と
第

ハ
十

番
札
所
ロ
ノ
浦
観
音
堂
の
中
間
に
あ
り
ま
す
。

藤
ネ
藤
助
翁
は
、　
ハ
十

ハ
ヶ
所

の
開
基
で

す
。
翁
に
感
謝
す
る
地
元
の
有
も
に
よ

っ
て
明

治
二
十
六
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
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篠采四国人十八ヶ所一覧

1南  咸  院

2松ヶ瀬阿弥陀堂

3城 戸 釈 迦 堂

4金 出 大 □堂

5郷 ノ原地咸堂

6・ 〕ヽ消 薬 師 堂

1フ ロノ

'南

阿弥陀堂

8金剛の滝観者堂

9山 二 釈 迦 堂

10 切  l港  寺

11山 手 莱 師 堂

12千  鵜  寺

13城 戸 大 日堂

14ニ ノ 滝 寺

15妙  音  寺

16春 山観 音 寺

117山 手 薬 師 堂

18篠 果 思 山 寺

19篠 彙 地 咸 堂

20鶴  林  寺

2]高 口虚空蔵堂

22カ司ノ木クロミ薬師堂

23山 二 来 師 堂

24中ノ河内虚空咸堂

25秀  善  寺

26薬 師 大 寺

27金 出 神 峰 寺

28篠果公園大日寺

29荒 口観 音 堂

30ロ ノ消斐二堂

31城 戸 文 殊 堂

32 高口十一面観者堂

33本  明  院

34堂  山  寺

35珠林寺薬師堂

36天  二  院

317高 口阿弥陀堂

38九 尾 観 者 堂

39延  命  寺

40-ノ 滝 寺

新宮町

41平 原 観 者 堂

42中ノ河内仏木寺

43明  石  寺

44大  生  寺

45城戸ノ滝不動堂

46 1司 部 薬 師 堂

417萩尾阿弥陀堂

48中ノ河内観音堂

49雷  音  寺

50郷 ノノ原、薬師堂

5]下 町 薬 師 堂

52山 手 観 者 堂

53 オ1司 ノ木谷阿弥陀堂

54中 町 延 命 寺

55オ 1司 ノ木谷六日堂

56松 ヶ瀬地咸堂

517曰 ノ痛 栄福 堂

58六 久保観音堂

59 ロノ浦来師 'tヨ

60ネ申 変  寺

61 ■1

62 遍

63 天

64 ;宅 tコ

65 ピユ

66観 者

飯塚市

81 二瀬川観音堂

82島 越 観 者 堂

83千  手  院

84中 町 屋 島 寺

85祖 聖 大 寺

86金 出観 音 堂

87弘  照  院

88大 久保、薬師堂

寺

院

岩

堂

寺

堂

陀
　
　
者

焦

・
　

　

「几

二
照
狗
蘭
角
舜

67山 二 薬 師 堂

68 1司 部 ネ申恙 下完

69高 口観 音 堂

170 」左 り搭t ノ 清こ

171 城戸千手観者堂

72 ロノ浦オ手自市堂

73山 二 釈 迦 堂

74 城戸病奪1,薬 師堂

ワ5霊  場  会

76萩 尾 薬 師 堂

77山 二 薬 師 堂

178山
手阿弥陀堂

179補 陀 洛 寺

80日 ノ消観者堂

6

ノ
篠
采
霊
場

へ
の
ア
ク
セ
ス

糟屋郡

福岡 IC

/

●
´

ヽ
ヽ

4015
分 分

九
州
自
動
車
道

都
市
高
速
を
使
え
ば
福
岡
の
中

だ
部
か
ら
わ
ず
か
‐５
分
。

電
車
、
バ
ス
な
ど

の
公
共

の
交
通
機
関
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

博
多
駅
か
ら
ス
で

天
神
か
ら
バ
ス
で

∪
ゝ
〆
＞

ハ代
い切
′

亡
久山町

福北ゆたか線

篠栗町

篠栗

宇美町

太宰府市

,
)
,
モ 四日霊場

卍

福岡市
:

、(トく人

、河馘
穂波町

X
福岡空港

志免町
筑穂町

太宰府 lC

◆篠栗町観光協会

◆篠栗町観光協会案内所

全行程45km
徒歩で3泊4日、

パスで2泊3日程度で

番参拝いただけます。

車
で
も
、
電
車
で
も
、
バ
ス
で
も
。

丁EL 092‐947日 1880
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